
≪ 第 141回 エフエムぬまづ番組審議会 議事録 ≫ 

 

1 開催年月日        2022年 1月 14日（金）17:30より 

 

2 開催場所         沼津市寿町8-28 メディアプラザ 1F会議室 

 

3 委員出席         委員総数           6名 

出席委員数          4名 

 

出席委員氏名        大川 皓平 

保坂 典子 

井上 純代 

杉本 万千 

 

欠席委員氏名        千野 慎一郎 

小澤 隆 

 

放送事業者側出席者名  櫻井 達生 

植田 航平 

 

4 議題             聴取番組名「賴重市長のWonderful Numazu」 

2022年 1月6日（木）18:15～18:40 放送分 

 

5 審議内容 

（事業者側：植田）定刻になりましたので只今から第 141回番組審議会を開催致します。本日、千野委

員、小澤委員は都合により欠席となりますが、委員総数の 2分の１以上の出席となり

ますので、番組審議会は成立致します。 



本日、ご審議頂く番組は、平日夕方の生放送「トワイライトビーチ」内で、毎週木曜日に

放送しております「賴重市長のWonderful Numazu」です。2018年 9月から

放送がスタートした「Wonderful Numazu」では、毎月第 1･第2木曜日を「ワンぬ

ま」として市長とゲストの多彩な地元トークを、第 3･第 4木曜日を「ワンぬま＋」とし

て、市職員による沼津市役所の業務紹介する等沼津市提供による「沼津市の広報番

組」として放送しています。市長出演の 30分のラジオ番組は全国的にも珍しく、昨年

経済雑誌に紹介されたほか、インターネットを通して全国各地から聴取いただいてい

ます。今回お聞きいただくのは、沼津市原の大泉寺ご住職 小島健布さんをゲスト迎

え、NHK大河ドラマ「鎌倉殿の 13人」でも登場する阿野全成(あの･ぜんじょう)につ

いてのほか、それによる関連で取り組む原地区の活性化についてです。 

それではよろしくお願い致します。 

 

（番組聴取） 

 

（大川委員長） あらためまして皆様明けましておめでとうございます。それでは保坂委員から意見、感

想をお願いします。 

 

（保坂委員）   番組タイトル通り、ワンダフルな沼津の紹介という事でとても良い。沼津に住んでいる

が、いつも行くとこが同じで知らない所がたくさんある。コロナ禍で遠出が出来ない

ので、地元の魅力を再発見出来るのが良い。夕方の番組として市長と植田さん（番組

MC）の声もハッキリしているがやわらかくて聞きやすかった。また、ラジオなので見え

ないが、コロナ対策としてゲストと間隔を話していると言っている点も良かった。 

 

（井上委員）   冒頭の番組説明において、多彩な地元トークと説明がありましたが、これまでどんな

ゲストをむかえているのか。 

 

（事業者側:植田）沼津市役所提供番組なので、毎月広報課がゲストを決めている。それに基づき資料



や原稿を先方が揃えた上、収録日程を決めている。例えば、昨年を振り返れば東京オ

リンピックのフェンシングや、車椅子ラグビー選手等、タイムリーな方々や、地元商工

会議所関係者等、バリエーションに富んだゲストを招いている。 

 

（井上委員）   地元の方々は意外に地元情報をわざわざ探してみようとはしない。何十年も沼津市

に住んでいるが知らない事が多いので多彩な情報を提供してくれて楽しい。例えば、

沼津市はフェンシングを一押ししていることを私は知人を通して知っているが、知ら

ない人も多い。知っている事で興味を持ち、地元に関心を持つようになるので、出来

るだけ地元の情報は欲しい。市長の話をじっくり聞いた事がなかったが、落ち着いた

声で良かった。市長が番組進行することは、戸惑いを感じるところであるが、植田さ

ん（番組MC）が市長をサポートしていいペアであった。 

 

（杉本委員）   番組冒頭少し、市長の声がハッキリしていなく、聞きにくかった。自分自身が、耳が遠

くなったせいか、マイクが悪かったのか？ 沼津市には色々な情報を持っている方々

が多くいるので、番組を通じて、地域の魅力を再発見することができれば良い。 

 

（大川委員長） 私も恥ずかしながら今回の事は知らなかった。大河ドラマは好きなので、今度子供を

連れていってみたい。今検索してみると沼津市原の大泉寺には県外からはたくさんの

が来ているらしい。また、フェンシング等については知ってはいるが、機会あるごとに

情報を伝えていただければ有り難い。情報に対して全てが肯定的な人がいるとは思

えないが、興味を持ってもらう事が大事かと。市長や番組MCの声のトーンもゲスト

に合わせて、夜の時間帯に合っていた。 

 

（井上委員）   地元の良いところをたくさん見落としている。 

 

（事業者側：植田）今回の番組は、（「ワンぬま」として市長とゲストの対談、「ワンぬま＋」として対談関係

者等の沼津市の担当部署を紹介する）二つの番組を相互にリンクさせている。一ヶ月



聞いていただければ情報が完結出来ようにしている。 

 

（保坂委員）   紙媒体の広報誌「広報沼津」においても番組情報を記載してもらうと助かる。 

 

（事業者側：植田）番組の音源は沼津市HP上で、ラジオ放送終了後聞く事が出来る。 

 

（保坂委員）   年配になるとHPページにアクセスするのは難しいが、広報誌はよく見るので広報誌

に番組内容を記載してもらうと良いのでは。 

 

（事業者側：植田）貴重なご意見なので、沼津市側に提案してみる。 

 

（事業者側：櫻井）コミュニティ FMは、行政との信頼関係が局を育むとされ、どれだけ行政とタッグを

組めるか。コミュニティ FMには、行政情報と市民のニーズが肝であると思う。 

 

6 審議会での意見についてとった措置について 

   各委員から頂いた意見や感想については、今後の自社制作番組に活かし、より良い番組作りを

する検討材料とします。 

 

7 審議会の内容の公表 

公表の方法  自社ホームページにて公表 

（http://www.coast-fm.com/aboutcompany_council.html） 

公表内容    番組審議会議事録 

公表年月日  2022年 1月 25日 

 

8 その他の参考事項 

次回番組審議会は、2022年 3月 11日（金）17:30より開催 

以上 


